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議
員
視
察
は「
旅
行
」で
あ
り
、視

察
成
果
が
実
際
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
い
と
マ
ス
コ
ミ
が
書
き
、
読

者
の
多
く
が
同
調
す
る
。

私
は
７
月
12
～
13
日
と
東
京
に

行
っ
て
き
た
。
主
な
目
的
は
都
市
対

抗
野
球
・
Ｊ
Ｅ
Ｆ
西
日
本
対
ホ
ン
ダ

（
狭
山
市
）
の
応
援
だ
。

12
日
の
午
後
、
神
田
に
あ
る
低
落

差
型
流
水
式
小
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム

に
取
り
組
む
シ
ー
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
を
訪
問
し
、
海

野
社
長
と
芦
田
川
河
口
堰
を
利
用
し

た
潮
汐
発
電
の
可
能
性
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
た
。海
野
社
長
は
、単
純

計
算
で
４
・
５
メ
ガ
ワ
ッ
ト
（
一
般

家
庭
３
千
軒
分
の
電
力
）
程
度
の
出

力
が
期
待
で
き
る
と
私
見
を
述
べ

た
。た
だ
し
、水
利
権
を
保
有
す
る
国

土
交
通
省
の
壁
は
厚
く
、
現
時
点
に

お
け
る
実
現
の
可
能
性
は
低
い
。
将

来
に
夢
や
希
望
を
持
た
せ
る
案
と
し

て
、
発
電
出
力
の
試
算
を
行
う
こ
と

を
約
束
し
て
く
れ
た
。

夕
方
よ
り
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
激
励

夕
食
会
」に
参
加
し
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
の
林
社
長
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
方
々
と
意
見
交
換

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

13
日
は
早
朝
よ
り
、
皇
居
を

走
っ
て
一
周
し
た
。
視
察
先
で

早
起
き
し
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
見
聞

を
広
め
る
事
は
、
私
の
他
に
榊

原
市
議
や
早
川
市
議
が
常
連
だ
。

午
前
中
は
国
会
図
書
館
の
憲
政
資

料
室
に
て
、
レ
イ
テ
で
全
滅
し
た
歩

兵
第
四
十
一
連
隊
と
対
戦
し
た
米
軍

の
第
一
騎
兵
師
団
の
記
録
を
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
で
閲
覧
し
た
。
こ
れ
ま

で
詳
細
不
明
で
あ
っ
た
四
十
一
連
隊

の
行
動
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
健

闘
に
米
軍
も
一
目
置
い
た
事
が
読
み

取
れ
た
。

14
時
か
ら
東
京
ド
ー
ム
で
試
合

開
始
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
は
下
馬
評
を
覆
し
て

ホ
ン
ダ
に
圧
勝
し
、
福
山
・
倉
敷
か

ら
来
た
大
応
援
団
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

試
合
後
は「
み
た
ま
ま
つ
り
」開
催

中
の
靖
国
神
社
を
参
拝
し
、
千
鳥
ヶ

淵
墓
苑
で
開
催
さ
れ
た
千
代
田
区
の

戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
し
た
。
年
々

遺
族
の
参
加
は
減
る
が
、
地
元
中
高

校
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
国
歌
演

奏
、「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
、
追
悼
の

言
葉
朗
読
等
、
次
世
代
に
繋
げ
る
努

力
が
式
次
第
に
見
ら
れ
た
。

私
に
限
ら
ず
議
員
の
多
く
は
視
察

成
果
が
上
が
る
よ
う
、
時
間
を
有
効

に
使
っ
て
い
る
。
温
泉
旅
館
で
宴
会

は
昔
話
で
あ
る
。

議
員
の
視
察
に
つ
い
て 大田ゆうすけ

（福山市議会議員）
毎月 1日号に掲載
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